
シラバス参照

講義名 ホテル英語

(副題)

講義開講時期 春学期 講義区分 演習

基準単位数 1 時間 30.00

代表曜日 金曜日 代表時限 １時限

実務経験の有無 有

実務経験の内容 パークハイアット東京（東京）及びケンジントンヒルトン（ロンドン）における人事・営業等の実務経験

対象 国際コミュニケーション学科

備考 選択

担当教員

職種 氏名 所属

講師 ◎ 橋本　由香 特任

★学習到達目標
ホテル業務において、様々な接客の場面でよく使われる英語表現が身につくのを目標としま
す。

★授業概要

ホテルで日常使用している基礎英会話を「リスニング、リーディング、スピーキング、ライ

ティング」を複数回繰返しながら習得します。内容によっては短いロールプレイやプレゼン
テーションを交え、実践に近い状況で学びます。

★学修成果・DPとの関連性 外国語能力/実務能力/他者配慮の精神/国際的活躍に向けた意識/コミュニケーション力

★授業計画表

回 担当教員 項目 内容 予習 復習

第1回
橋本　由
香

ホテル英会話
がめざすもの

テキストの構成と進め方
について、

評価方法の確認

テキスト巻頭にあるContentsを読
み、さらにP.2-3の登場人物の職種

名を和訳してください。

テキストP.2-3の登場人物の職種
名の英文を3回づつ書き取って暗

記してください。

第2回
橋本　由

香

ホテル英会話

～あいさつ
Greetings

テキスト付録のCDにて、P.6-7の英
会話を最低3回聞き、発音練習をし

てください。

テキストP.6-7を声に出して3回
読み、それらの英文を最低1回書

き取りしてください。

第3回
橋本　由

香

ホテル英会話

～ていねい表
現

Polite Expressions

テキスト付録のCDにて、P.13-15の

英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.13-15を声に出して3

回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第4回
橋本　由
香

ホテル英会話
～感謝と謝罪

Expressing Thanks and
Apology

テキスト付録のCDにて、P.22-23の

英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.22-23を声に出して3

回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第5回
橋本　由
香

ホテル英会話
～数字
小テスト

Expressing Numbers
テキスト付録のCDにて、P.28-29の
英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.28-29を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第6回
橋本　由
香

ホテル実務英
会話～ドア

Door Person
テキスト付録のCDにて、P.42-45の
英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.42-45を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第7回
橋本　由
香

ホテル実務英
会話～ベル

Bell Person
テキスト付録のCDにて、P.54-59の
英会話を最低3回聞き、発音練習を

してください。

テキストP.54-59を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回

書き取りしてください。

第8回
橋本　由

香

ホテル実務英
会話～クロー

ク

Cloakroom Attendant
テキスト付録のCDにて、P.63-64の
英会話を最低3回聞き、発音練習を

してください。

テキストP.63-64を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回

書き取りしてください。

第9回
橋本　由

香

ホテル実務英

会話～フロン
トデスク

Front Desk Staff

テキスト付録のCDにて、P.72-75の

英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.72-75を声に出して3

回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第10回
橋本　由
香

ホテル実務英

会話～ハウス
キーピング

小テスト

Housekeeper
テキスト付録のCDにて、P.80-83の
英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.80-83を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第11回
橋本　由

香

ホテル実務英
会話～レスト

ラン

Restaurant Staff
テキスト付録のCDにて、P.90-93の
英会話を最低3回聞き、発音練習を

してください。

テキストP.90-93を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回

書き取りしてください。

 SAIJO WEB SERVICE
ヘルプ

橋本　由香 様 ウインドウを閉じる

javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnPrint','')
javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnPrint','')
javascript:
javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnClose','')


第12回
橋本　由
香

ホテル実務英
会話～予約係

Room Reservations
テキスト付録のCDにて、P.70-71の
英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.70-71を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第13回
橋本　由
香

ホテル実務英
会話～ルーム
サービス

Room Service Staff
テキスト付録のCDにて、P.92-93の
英会話を最低3回聞き、発音練習を
してください。

テキストP.92-93を声に出して3
回読み、それらの英文を最低1回
書き取りしてください。

第14回
橋本　由

香

ホテル実務英
会話～苦情処

理
小テスト

Complaints
第13回で配布されたプリントの質

問に答えてください。

配布プリントの例文を声に出し
て3回読み、それらの英文を最低

1回書き取りしてください。

第15回
橋本　由
香

ホテル英会話
の活用場面

様々なタイプのホテルで

の英会話の活用場面を学
ぶ

第14回で配布されたプリントの質
問に答えてください。

配布プリントの例文を声に出し

て3回読み、それらの英文を最低
1回書き取りしてください。

★授業形式・アクティブラーニング比率 講義形式 80%、アクティブラーニング 20%

★評価方法・評価基準・フィードバックなど
平常点（授業態度・参画度、小テスト、課題）70％、定期試験30％の総合評価です
※課題に対するフィードバックは授業内で行います。

★テキスト 『ホテル英会話Ⅰ‐基礎編』（財団法人日本ホテル教育センター）

★参考文献 必要に応じて授業内で紹介します。

オフィスアワー(授業相談) 最初の授業で説明します。

★学生へのメッセージ
ホテル英語の基礎を繰返し、聞いたり、声に出したり、書き取ったりしながら学びます。テ
キストにある基本のスキットや応用例の会話などを使って、毎回練習します。こうすること

で、耳が慣れたり声にだすことに対する苦手意識がなくなってくるでしょう。

★事前事後学習(内容・時間)

毎回、事前事後学習にはそれぞれ60分程度必要です。事前に、テキスト付録CDにて指定され
たページ（またはプリント）の英会話例を聞くこと・発音すること、知らない単語の意味を

調べてくる、そして事後は指定されたページ（またはプリント）の英会話例を音読・書取り
をして、暗記をしていきましょう。

授業用E-mail hashimoto-yuka@saijo.ac.jp
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